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8
月
26
日
開
催
予
定
の
議
会
運
営
委
員
会
で
正
式

に
決
定
し
ま
す
。
そ
の
後
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
会
議
は
一
般
に
公
開
さ
れ
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴

で
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
傍
聴
席
入
口
で
受

付
簿
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
政
を
知
る
よ
い
機
会
で
す
。
み
な
さ
ん
議
会
傍
聴
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

次
回
（
９
月
）
定
例
会
の
予
定

8
月
26
日
㈮

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

 

（
定
例
会
の
運
営
方
針
決
定
）

9
月
6
日
㈫

本
会
議
（
議
案
上
程
、
一
般
質
問
）

9
月
7
日
㈬

本
会
議
（
一
般
質
問
）

9
月
8
日
㈭

本
会
議
（
一
般
質
問
）

9
月
9
日
㈮

総
務
文
教
常
任
委
員
会

9
月
12
日
㈪

社
会
厚
生
常
任
委
員
会

9
月
13
日
㈫

産
業
建
設
常
任
委
員
会

9
月
14
日
㈬

決
算
審
査
特
別
委
員
会

9
月
15
日
㈭

決
算
審
査
特
別
委
員
会

9
月
16
日
㈮

決
算
審
査
特
別
委
員
会

9
月
20
日
㈫

休
会
（
事
務
整
理
）

9
月
21
日
㈬

本
会
議
（
委
員
長
報
告
、
採
決
）

６月５日、見て・聞いて・ふれて「やすだ瓦ロードフェスティバル」が
開催されました。当日は、瓦工場見学や瓦アート、瓦絵付け体験、瓦焼き
グルメほかたくさんの催しが行われ多くの来場者でにぎわっていました。

瓦絵付け体験

フェスティバル前夜に点灯された陶器灯篭 瓦ロードの中心に位置するさんかく広場

瓦ロードフェスティバル



2

平成28年７月15日　（６月定例会号）

　６月９日～13日、13人が行いました。
掲載している内容は限られたスペースのた
め、質問と答弁の要旨を掲載しています。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
す
す

め
よ

質
問  
特
に
母
子
家
庭
の
貧
困
が
拡
大

し
て
い
る
。
子
ど
も
の
貧
困
連
鎖
の
打

開
に
焦
点
を
あ
て
、
一
貫
し
た
対
策
を

取
る
こ
と
が
重
要
。

　

子
ど
も
の
貧
困
の
実
態
調
査
を
実
施

し
、「
子
ど
も
食
堂
」
等
の
支
援
実
施

を
呼
び
か
け
る
。
ま
た
、
市
の
貧
困
対

策
推
進
計
画
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
当

面
の
対
策
と
し
て
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

学
童
保
育
料
、
保
育
料
の
無
料
化
、
市

営
・
県
営
住
宅
の
優
先
入
居
、
就
学
援

助
の
支
給
対
象
を
生
活
保
護
基
準
の
1.5

倍
に
拡
大
す
る
、
全
児
童
生
徒
の
学
校

給
食
費
の
助
成
を
実
施
す
べ
き
だ
。

　

必
要
予
算
は
、
自
由
に
使
え
る
お
金

（
財
政
調
整
基
金
）
の
18
億
円
の
一
部

を
充
て
れ
ば
確
保
で
き
る
。

答
弁  

阿
賀
野
市
で
は
千
人
程
度
の
貧

困
家
庭
が
あ
る
と
推
計
さ
れ
、
貧
困
の

実
態
調
査
を
進
め
て
い
く
。
市
社
会
福

祉
協
議
会
が
、
余
剰
食
糧
品
等
を
生
活

困
窮
者
等
へ
提
供
す
る
協
力
を
し
て
い

る
。
推
進
計
画
の
作
成
は
、
国
の
大
綱

と
県
の
計
画
を
踏
ま
え
進
め
た
い
。

　

現
在
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
ひ
と

り
親
世
帯
で

は
50
％
の
減

免
、
保
育
料

は
第
1
子
は

約
50
％
の
減

免
、
第
2
子

以
降
は
無
料
、

県
営
住
宅
は

優
先
入
居
で

き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。
就
学
援

助
基
準
の
1.5
倍
は
今
後
の
課
題
に
し
た

い
。
学
校
給
食
費
助
成
は
半
額
助
成
で

9
千
８
０
０
万
円
必
要
で
あ
り
、
市
の

財
政
状
況
で
は
実
施
は
困
難
で
あ
る
。

住
民
の
願
う
安
田
地
区
複
合

施
設
の
建
設
を

質
問  

来
年
度
に
建
設
が
計
画
さ
れ
て

い
る
安
田
支
所
と
公
民
館
の
複
合
施
設

は
、「
安
田
地
区
の
活
性
化
の
拠
点
施

設
」と
し
て
い
る
が
、現
在
の
計
画（
案
）

で
は
、
住
民
の
多
様
な
要
求
に
応
え
ら

れ
な
い
。
気
軽
に
利
用
で
き
る
健
康
増

進
・
文
化
教
養
フ
ロ
ア
ー
等
も
確
保
で

き
る
よ
う
、
計
画
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁  

今
ま
で
、
検
討
委
員
会
で
審
議
を

重
ね
て
き
た
。
多
く
の
市
民
が
集
う
施
設

に
な
る
よ
う
、利
用
環
境
を
整
え
て
い
く
。

◇
そ
の
他
の
質
問
◇

　

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
を

課
題
へ
の
本
格
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て

質
問  

救
急
医
療
の
復
活
（
２
年
以
内
）

答
弁  

救
急
医
療
の
復
活
に
は
十
分
な

医
師
の
確
保
が
前
提
で
あ
り
、
先
生
方

と
の
意
志
の
疎
通
に
努
め
て
お
り
、
医

師
の
確
保
が
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
る
。

　

病
院
と
課
題
の
整
理
、解
決
を
図
り
、

遅
く
と
も
２
年
以
内
を
め
ど
に
救
急
告

示
の
再
開
を
目
指
す
。

質
問  

国
道
49
号
バ
イ
パ
ス
の
完
成
時
期

答
弁  

国
か
ら
は
供
用
開
始
に
つ
い
て

具
体
的
な
年
次
は
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
今
年
度
の
事
業
費
は
10
億
円
確
保

さ
れ
た
。「
道

の
駅
」
に
つ

い
て
は
、
検

討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
基

本
構
想
を
策

定
す
る
予
定

で
あ
る
。

質
問  

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
対
策

答
弁  

昨
年
、
地
方
創
生
総
合
戦
略
を

策
定
し
課
題
の
克
服
に
向
け
た
取
り
組

み
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
ず

れ
の
施
策
も
効
果
が
出
る
に
は
時
間
が

か
か
る
が
、
効
果
の
早
期
出
現
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

質
問  

市
民
交
流
農
園
ハ
ウ
ス
、
新
規

就
農
者
支
援
ハ
ウ
ス
、
こ
の
事
業
に
対

す
る
地
元
農
家
や
市
民
の
反
応
は
ど
う

か
伺
う
。

答
弁  

高
齢
化
が
進
む
農
家
の
担
い
手

育
成
・
確
保
、
施
設
園
芸
を
取
り
入
れ
た

複
合
営
農
へ
誘
導
す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
事

業
と
し
て
整
備
す
る
も
の
で
、
あ
わ
せ
て

収
穫
体
験
、
観
光
交
流
人
口
の
拡
大
も
目

指
し
て
お
り
、
農
家
や
地
元
の
皆
様
か
ら

協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

職
員
の
皆
さ
ん
と
の
良
好
な

関
係
づ
く
り
、
絆
づ
く
り
に

つ
い
て

質
問  

市
長
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方

で
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
方
を
し
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
職
員
を
育
成
し
実
績
を

上
げ
、
市
民
の
た
め
に
目
標
を
達
成
で

き
る
組
織
と
す
る
の
か
考
え
を
伺
う
。

答
弁  

私
は
、
い
つ
も
市
長
室
の
ド
ア

を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
心

も
オ
ー
プ
ン
に
し
、
虚
心
坦
懐
に
職
員

と
接
し
、
風
通
し
を
良
く
す
る
。
職
員

に
は
、「
先
を
見
通
す
力
」
を
つ
け
て

も
ら
い
市
民
の
た
め
に
働
い
て
頂
き
た

い
。
で
き
る
だ
け
職
員
の
自
主
性
を
尊

重
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
重
ね
、
信
頼
関
係
を
よ
り
深
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
政
４
年
の
総
括
と
二
期
目

の
展
望
・
抱
負
に
つ
い
て

質
問  

「
対
話
と
共
感
」
を
地
で
い
く

市
民
の
声
を
大
事
に
配
慮
の
市
政
だ
っ

た
。
八
方
施
策
に
万
遍
な
く
「
個
性
が

な
く
、
特
化
し
た
や
り
た
い
物
が
見
え

な
い
。」
と
の
声
も
聞
こ
え
た
。

　

今
年
度
の
重
点
施
策
「
６
つ
の
K
」

か
ら
気
に
な
る
次
の
４
点
に
市
長
の
ポ

リ
シ
ー
と
実
際
の
遂
行
手
順
を
伺
う
。

①
ヘ
ル
ス
&
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

②
市
民
総
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

③�

人
口
減
対
策
と
し
て
、
婚
活
支
援
・

子
育
て
支
援
事
業

④
道
路
側
溝
清
掃
自
治
会
支
援
事
業

答
弁  

①
環
境
省
か
ら
五
頭
温
泉
郷
が

「
国
民
保
養
温
泉
地
」
の
指
定
を
受
け

て
、
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
う
ら
ら
の
森

に
大
型
園
芸
ハ
ウ
ス
２
棟
1.2
反
と
３
反

程
度
、
市
民
農
園
（
阿
賀
野
市
版
「
ク

ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
」）
30
㎡
28
区
画
を

整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

②
塾
の
コ
ン
ビ
ニ
と
し
て
、
親
子
遊
び

塾
・
英
語
塾
・
観
光
塾
・
防
災
塾
・
新

潟
大
学
医
学
部
健
康
講
座
塾
な
ど
を
開

設
し
、
活
力
と
賑
わ
い
、
健
康
を
生
み

出
し
た
い
。

③
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
、
婚
活

専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
や
出
会
い

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。
相
談
や
交

際
後
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
、
結
婚
支

援
の
充
実
に
努
め
た
い
。

　

子
ど
も
の
数
に
関
わ
ら
ず
、
高
校
３

年
生
ま
で
医
療
費
助
成
の
対
象
に
し

た
。
保
育
料
の
無
料
対
象
の
拡
大
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
に
こ
に
こ
」
を

開
設
し
た
。

④
側
溝
清
掃
を
業
者
に
委
託
し
た
と

き
、
そ
の
経
費
の
補
助
と
し
て
「
道
路

側
溝
清
掃
補
助
金
交
付
制
度
」
を
創
設

し
た
。

日本共産党 宮脇　雅夫

阿賀野クラブ 中島　正昭

ネオあがの 雪　　正文

消
防
団
活
動
に
つ
い
て

質
問  

火
災
や
各
種
災
害
で
の
献
身
的

活
動
、
ま
た
、
予
防
活
動
に
積
極
的
に

活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　

市
内
各
所
に
あ
る
消
火
栓
と
ホ
ー
ス

格
納
箱
や
ホ
ー
ス
の
点
検
が
必
要
と
思

わ
れ
る
が
、
点
検
を
行
う
の
は
消
防
署

な
の
か
消
防
団
な
の
か
伺
う
。

答
弁  

消
火
栓
は
消
防
署
が
点
検
し
、

ホ
ー
ス
格
納
箱
と
ホ
ー
ス
の
点
検
は
、

各
自
治
会
と
消
防
団
で
管
理
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
自
治
会
長
会
議
や
消

防
団
長
会
議
で
周
知
は
し
て
い
る
が
、

再
度
各
自
治
会
や
消
防
団
に
周
知
を
行

い
徹
底
す
る
。

屋
根
瓦
の
風
評
被
害
に
つ
い
て

質
問  

４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に

よ
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
、
災
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

熊
本
地
震
に
お
け
る
最
初
の
テ
レ
ビ

報
道
で
は
、
瓦
屋
根
の
家
が
つ
ぶ
れ
て

い
る
様
子
が
報
道
さ
れ
、
最
近
建
て
ら

れ
た
よ
う
な
家
が
被
害
に
遭
わ
な
か
っ

た
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
た
。
地
震
災

害
が
報
道
さ
れ
る
た
び
に
屋
根
瓦
の
風

評
被
害
が
出
て
、
阿
賀
野
市
の
地
場
産

業
で
あ
る
屋
根
瓦
産
業
に
影
響
が
出
て

き
て
い
る
。
市
と
し
て
の
実
状
把
握
と

今
後
の
対
策
を
伺
う
。

答
弁  

大
き
な
地
震
の
た
び
に
、
瓦
の

散
乱
や
倒
壊
し
た
家
屋
の
映
像
が
テ
レ

ビ
画
面
か
ら
流
れ
る
こ
と
で
、
瓦
屋
根

は
地
震
に
弱
い
と
い
う
誤
っ
た
風
評
が

広
が
り
、
過
去
の
震
災
と
同
様
に
瓦
屋

根
に
対
す
る
風
評
被
害
の
発
生
を
懸
念

し
て
い
る
。
熊
本
地
震
後
に
瓦
屋
根
を

板
金
屋
根
に
替
え
た
い
と
い
う
事
例
が

あ
っ
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
風
評
被

害
が
出
て
き
て
い
る
。
安
田
瓦
協
同
組

合
で
は
、
安
田
瓦
の
PR
及
び
風
評
被
害

の
払
拭
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お

り
、
市
と
し
て
も
、
安
田
瓦
協
同
組
合

の
取
り
組
み
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
安
田
瓦
情
報
ま

で
の
ア
ク
セ
ス
が
し
や
す
い
よ
う
に
改

善
す
る
。

新政クラブ 近山　　修
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防
災
対
策
に
つ
い
て

質
問  

地
震
学
会
で
も
予
測
の
困
難
な

大
地
震
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
や
土

砂
災
害
な
ど
か
ら
、
市
民
の
命
や
く
ら

し
を
守
る
た
め
に
、
市
民
を
巻
込
ん
で

の
訓
練
や
組
織
づ
く
り
が
緊
急
に
必
要

で
は
な
い
か
。
具
体
的
な
取
り
組
み
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁  

平
成
26
年
度
か
ら
小
学
校
単
位

で
住
民
参
加
型
の
地
域
防
災
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
が
、
自
治
会
単
位
で
の
避

難
計
画
や
訓
練
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

福
祉
施
設
や
保
育
園
は
各
施
設
で
計

画
や
訓
練
も
実
施
し
て
い
る
。
在
宅
高

齢
者
へ
の
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
は
、

重
要
で
あ
り
、
自

治
会
へ
要
支
援

者
名
簿
に
よ
る

連
絡
網
を
活
用

し
た
訓
練
な
ど

に
取
り
組
む
よ

う
働
き
か
け
て

い
く
。

質
問  

訓
練
す
る
こ
と
で
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
深
ま
り
災
害
時
の
支

え
あ
い
に
も
生
か
さ
れ
る
。
83
％
の
自

治
会
で
自
主
防
災
組
織
が
で
き
て
い
る

が
、
訓
練
を
行
っ
た
と
こ
ろ
は
ど
れ
く

ら
い
か
。

答
弁  

昨
年
33
組
織
で
実
施
さ
れ
て
い

る
。
自
治
会
長
会
議
な
ど
で
も
呼
び
か

け
て
い
る
。

安
全
保
障
関
連
法
に
つ
い
て

質
問  

安
全
保
障
関
連
法
で
日
本
は
戦

争
が
で
き
る
法
律
を
つ
く
っ
た
。
兵
た

ん
と
い
う
活
動
で
、
人
も
物
も
兵
器
も

運
び
戦
争
に
参
加
す
る
ま
さ
に
戦
争
法

だ
と
考
え
る
が
。

答
弁  

後
方
支
援
と
い
う
の
は
い
ろ
い

ろ
あ
る
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

質
問  

憲
法
９
条
で
い
う
戦
争
放
棄
に

真
っ
向
か
ら
そ
む
き
、
市
民
の
命
や
財

産
を
守
り
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
努
め

て
い
る
行
政
の
仕
事
と
矛
盾
し
て
い
な

い
と
思
う
か
。

答
弁  

法
案
の
審
議
過
程
か
ら
憲
法
学

者
の
賛
否
両
論
に
加
え
地
方
議
会
で
も

議
論
が
な
さ
れ
、
集
団
訴
訟
な
ど
が
全

国
で
相
次
い
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、
国

は
、
国
民
に
対
し
て
十
分
な
説
明
責
任

を
果
た
し
、
国
民
の
不
安
や
懸
念
に
真

摯
に
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

◇
そ
の
他
の
質
問
◇

　

�

市
民
の
声
に
応
え
る
行
政
の
あ
り
方

に
つ
い
て

これまでの一般質問の詳細は会議録またはホームページでご覧いただけます。今回のもの
は９月上旬の予定です。会議録は図書館、各支所、本所ロビーに用意してあります。

食
の
未
来
阿
賀
野
市
に
つ
い
て

質
問  

阿
賀
野
市
の
農
業
は
稲
作
中
心

で
あ
る
。
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る

と
、
新
潟
県
は
経
営
面
積
が
30
a
以
上

か
販
売
額
が
50
万
円
を
上
回
る
販
売
農

家
は
、
７
万
９
３
２
４
人
い
る
。

　

そ
の
数
は
過
去
５
年
間
で
２
万
人
近

く
減
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
中
で
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
阿
賀

野
市
に
お
い
て
、
農
業
生
産
出
荷
額
増

加
に
向
け
て
ど
う
取
り
組
む
べ
き
か
伺

う
。

答
弁  

米
価
が
低
迷
し
て
い
る
現
在
の

状
況
で
は
、
稲
作
農
家
が
単
に
規
模
拡

大
（
農
地
の
集
積
・
集
約
）
を
行
っ
た

だ
け
で
は
、
農
業
の
生
産
出
荷
額
の
増

加
は
望
め
な
い
こ
と
か
ら
、
稲
作
と
園

芸
の
複
合
経
営
、
あ
る
い
は
園
芸
を
中

心
と
し
た
農
業
経
営
が
農
業
生
産
額
増

加
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
水
田
で
の
園
芸
品
目

作
付
へ
の
誘
導
を
行
い
産
地
化
を
目
指

す
た
め
、
園
芸
品
目
の
作
付
け
初
期
費

用
へ
の
支
援
や
県
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て

の
技
術
研
修
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
く
。

　

稲
作
に
か
か
る
コ
ス
ト
、
労
力
を
削

減
し
、
水
田
園
芸
を
安
定
し
て
行
う
に

は
水
田
の
大
規
模
化
・
汎
用
化
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
ほ
場

整
備
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。
施
設
園

芸
に
取
り
組
む
農
家
を
増
加
さ
せ
る
た

め
、
五
頭
山
麓
う
ら
ら
の
森
地
内
に
市

民
交
流
や
新
規
就
農
者
支
援
を
目
的
と

し
た
大
型
の
園
芸
ハ
ウ
ス
を
建
設
し
、

担
い
手
の
育
成
確
保
を
図
り
農
業
生
産

額
の
増
大
を
進
め
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問  

五
頭
山
麓
の
自
然
と
文
化
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
と
す
る
郷
土
資
料
館
「
五

頭
の
麓
の
く
ら
し
館
」
の
収
蔵
品
が
、

閉
校
さ
れ
る
山
手
小
学
校
に
移
設
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
予

定
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁  

老
朽
化
が
著
し
く
進
み
、
危
険

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
度
末
に

閉
校
す
る
山
手
小
学
校
に
移
転
す
る
。

　

今
年
度
は
整
備
計
画
の
素
案
を
作
成

し
、
有
識
者
や
学
識
経
験
者
か
ら
意
見

を
い
た
だ
き
31
年
度
に
は
開
館
し
た
い
。

学
校
教
育
に
つ
い
て

質
問  

国
の
指
針
で
は
徒
歩
、
バ
ス
通

学
の
基
準
は
小
学
生
４
㎞
以
内
、
中
学

生
は
６
㎞
以
内
と
な
っ
て
い
る
。
本
市

で
は
概
ね
３
㎞
未
満
で
、
中
学
生
又
は

小
学
校
の
高
学
年
は
ま
だ
し
も
、
低
学

年
に
お
い
て
は
大
変
な
距
離
で
あ
り
、

雨
又
は
風
の
強
い
日
、
冬
期
間
は
大
変

な
思
い
で
の
登
下
校
に
な
る
。
各
学
校

の
通
学
路
を
見
て
回
る
と
歩
道
の
無
い

所
が
多
く
あ
る
。

　

市
営
バ
ス
の
路
線
、
時
間
を
工
夫
し

な
が
ら
通
学
等
に
利
用
で
き
な
い
か
。

　

歩
道
の
整
備
、
児
童
の
徒
歩
に
よ
る

登
下
校
、
遠
距
離
の
た
め
の
バ
ス
対
応
、

こ
れ
ら
の
現
状
と
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

答
弁  

冬
季
は
、
部
分
的
に
通
学
バ
ス

を
運
行
し
、
概
ね
３
㎞
以
上
の
中
学
生

に
お
い
て
は
無
償
利
用
、
概
ね
２
㎞
か

ら
３
㎞
の
小
中
学
生
に
お
い
て
は
有
償

利
用
と
し
て
い
る
。

　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
道
路
構

造
や
車
の
通
行
量
な
ど
道
路
事
情
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
児
童
生

徒
の
通
学
路
も
そ
の
都
度
検
討
を
行
う

必
要
が
あ
る
。
現
在
の
通
学
バ
ス
の
適

用
基
準
も
含
め
て
、
児
童
生
徒
に
と
っ

て
有
益
と
な
る
通
学
環
境
を
整
備
す
る
。

質
問  

県
の
指
導
又
は
市
独
自
の
保
護

者
、
児
童
、
生
徒
へ
の
学
校
教
育
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
、
本
年
度
は

ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
の
か
伺
う
。

答
弁  

こ
れ
ま
で
回
収
方
法
は
、
担
任

教
諭
へ
提
出
し
、そ
こ
で
取
り
ま
と
め
、

開
封
は
管
理
職
の
立
ち
会
い
の
も
と
複

数
の
教
職
員
で
開
封
し
て
い
る
。
回
答

者
の
率
直
な
考
え
を
把
握
で
き
る
機
会

で
あ
り
、
今
後
学
校
に
お
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
際
は
、
そ
の

内
容
に
も
よ
る
が
、
回
収
や
開
封
方
法

に
配
慮
し
て
い
く
。

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て

質
問  

農
林
水
産
省
に
よ
る
と
食
品
ロ

ス
は
年
間
６
４
２
万
ト
ン
と
推
計
さ
れ

て
い
る
。
食
品
ロ
ス
の
削
減
は
食
品
事

業
者
･
消
費
者
･
行
政
そ
れ
ぞ
れ
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
コ
ス
ト
削
減
、
環
境

負
荷
の
軽
減
に
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
、

未
利
用
食
品
の
有
効
活
用
は
、
生
活
困

窮
者
等
の
支
援
に
も
資
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
本
市
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁  

毎
年
、全
世
帯
に
配
布
す
る「
ご

み
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
利
用
し
、
食
品
ロ

ス
を
出
さ
な
い
こ
と
な
ど
を
啓
発
。
毎

年
6
月
の
食
育
月
間
に
は
食
品
ロ
ス
を

テ
ー
マ
と
し
た
文
書
を
全
戸
回
覧
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
協
力
店
舗
な
ど
で
周

知
し
て
い
る
。
未
利
用
食
品
は
市
社
会

福
祉
協
議
会
が
呼
び
か
け
、
市
民
の
皆

様
か
ら
提
供
い
た
だ
き
「
フ
ー
ド
バ
ン

ク
に
い
が
た
」
を
通
じ
て
必
要
と
す
る

方
に
提
供
さ
れ
て
い
る
。

消
費
者
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

質
問  

ネ
ッ
ト
社
会
の
進
展
に
伴
っ
た

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で
お
り
、
高

度
情
報
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に

進
み
、
消
費
者
環
境
が
多
様
化
、
複
雑

化
し
て
い
る
中
で
、
子
ど
も
や
若
者
が

一
人
の
消
費
者
と
し
て
安
全
に
自
覚
的

に
行
動
で
き
る
よ
う
、
早
期
か
ら
の
消

費
者
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
が
、
高
齢
者
･
障
が
い

者
へ
の
啓
発
、
被
害
防
止
の
対
策
も
あ

わ
せ
、本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁  

教
育
課
程
で
は
成
長
段
階
に
応

じ
た
消
費
者
教
育
が
編
成
さ
れ
て
い

る
。
消
費
生
活
に
関
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
等

の
相
談
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
消

費
生
活
相
談
員
を
年
間
を
通
し
て
配
置

し
、相
談
業
務
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
啓
発
や
安
全
･
安
心
メ
ー
ル

を
活
用
し
た
迅
速
な
情
報
提
供
に
努

め
、
引
き
続
き
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
や
被

害
防
止
に
努
め
て
い
く
。

質
問  

詐
欺
防
止
の
啓
発
に
、
電
話
機

に
貼
る
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
シ
ー
ル
を
活
用

し
て
は
ど
う
か
。

答
弁  

先
進
事
例
を
参
考
に
検
討
し
た
い
。

ネオあがの 天野美三男

公明党 村上　清彦ネオあがの 市川　英敏

日本共産党 山田　早苗
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T
P
P
に
つ
い
て

質
問  

食
の
安
全
、医
療
、雇
用
、保
険
・

共
済
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
「
非
関

税
障
壁
」
を
撤
廃
し
、
I
S
D
S
条

項
に
よ
っ
て
、
政
府
や
自
治
体
の
施
策

に
干
渉
・
介
入
す
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
T
P
P
か
ら
、
阿

賀
野
市
の
食
育
や
学
校
給
食
を
ど
の
よ

う
に
守
っ
て
い
く
の
か
。

答
弁  

農
畜
産
物
の
関
税
が
引
き
下
げ

ら
れ
、
ま
た
、
安
い
農
畜
産
物
の
輸
入

増
加
が
想
定
さ
れ
、
国
内
農
業
の
衰
退

に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

今
年
３
月
に
策
定
し
た
「
第
２
次
市

食
育
推
進
計
画
」
で
は
、
輸
入
食
品
に

対
す
る
安
全
へ
の
不
安
か
ら
安
全
な
食

品
を
購
入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
が

増
え
て
い
る
こ
と
を
受
け
、「
安
全
・

安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産
と
地
産
・
地

消
の
推
進
」
を
目
標
に
掲
げ
、
①
農
業

の
体
験
活
動
と
生
産
者
と
消
費
者
の
交

流
②
直
売
所
の
充
実
、
ス
ー
パ
ー
等
で

の
地
場
産
物
の
供
給
拡
大
③
学
校
給
食

で
の
地
産
地
消
の
実
施
④
地
産
地
消
の

促
進
と
米
の
消
費
拡
大
の
４
つ
の
取
組

を
進
め
る
。

　

学
校
給
食
に
お
け
る
食
材
に
つ
い
て

は
第
一
に
地
場
産
物
、
地
場
産
で
賄
え

な
い
食
材
は
国
産
品
を
使
用
し
て
い

る
。

　

今
後
も
供
給
量
が
確
保
さ
れ
れ
ば
積

極
的
に
地
場
産
の
食
材
を
使
用
す
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て

質
問  

複
数
回
利
用
で
き
る
制
度
に
拡

充
す
る
こ
と
。

答
弁  

ま
だ
、
こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ

て
い
な
い
方
々
へ
の
助
成
を
優
先
し
た

い
と
考
え
て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ
制

度
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な

い
。

質
問  

事
業
者
版
リ
フ
ォ
ー
ム
「
小
規

模
企
業
者
事
業
所
整
備
等
補
助
金
」
制

度
の
新
設
で
、
さ
ら
な
る
地
域
経
済
の

仕
事
お
こ
し
の
充
実
を
図
れ
。

答
弁  

商
工
業
や
農
家
の
店
舗
や
作
業

場
に
限
定
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
新

設
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
。

消
費
税
増
税
に
対
す
る
市
長

の
見
解
は

質
問  

消
費
税
を
８
％
に
引
き
上
げ
て

以
後
個
人
消
費
は
冷
え
込
み
を
続
け
、

増
税
前
に
比
べ
８
兆
円
も
落
ち
込
ん
だ

ま
ま
と
言
わ
れ
て
い
る
。
働
く
人
一
人

あ
た
り
の
実
質
賃
金
は
、
ピ
ー
ク
時
に

比
べ
70
万
円
も
減
っ
て
い
る
。
安
倍
首

相
は
、
消
費
税
10
％
へ
の
増
税
に
つ
い

て
も
、
景
気
判
断
を
行
う
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
と
繰
り
返
し
述
べ
、
国
民
生

活
が
ど
う
あ
ろ
う
と
消
費
税
の
増
税
は

や
っ
て
い
く
と
い
う
無
責
任
な
姿
勢
を

取
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
政
府
の
姿

勢
を
市
長
は
ど
う
受
け
止
め
て
お
ら
れ

る
の
か
、
見
解
を
尋
ね
る
。

答
弁  

消
費
税
増
税
の
目
的
は
、
少
子

高
齢
化
が
進
む
中
、
社
会
保
障
費
の
増

大
に
対
応
す
る
た
め
、
将
来
に
わ
た
り

安
定
的
な
財
源
を
確
保
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
度
の
消
費
税
増
税

問
題
に
つ
い
て
は
、
議
員
指
摘
の
と
お

り
、
実
質
賃
金
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て

い
て
、
景
気
回
復
の
実
感
は
乏
し
い
も

の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
政
府
は
来

年
４
月
に
予
定
の
税
率
10
％
へ
の
引
き

上
げ
に
つ
い
て
、
２
年
半
延
期
す
る
こ

と
を
決
め
た
。
ま
ず
は
、
景
気
回
復
を

最
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

質
問  

農
業
振
興
に
つ
い
て
の
市
長
の

考
え
方
を
尋
ね
る
。

答
弁  

I
C
T
を
導
入
し
た
大
型
園
芸

ハ
ウ
ス
に
よ
る
効
率
の
よ
い
、
高
収
益

の
農
業
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新

規
就
農
者
の

確
保
や
園
芸

振
興
が
図
ら

れ
、
観
光
交

流
人
口
の
増

加
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く

も
の
と
考
え

て
い
る
。

T
P
P
の
動
向

質
問  

T
P
P
の
動
向
に
つ
い
て
市
長

の
認
識
を
問
う
。

答
弁  

国
内
農
業
へ
の
影
響
は
限
定
的

と
い
う
政
府
の
説
明
に
反
論
す
る
専
門

家
や
団
体
も
多
く
、
い
ま
だ
先
行
き
は

不
透
明
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
の
国
の
動
向
や
国
会
で
の
議
論

を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

二
期
目
の
市
長
に
期
待
す
る

も
の

質
問  

と
も
に
市
長
１
期
を
経
験
し
、

田
中
市
政
の
継
続
か
天
野
市
政
の
復
活

か
。
市
民
は
田
中
市
政
の
継
続
を
選
択

さ
れ
た
。
今
後
４
年
間
の
市
民
の
期
待

は
大
変
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
あ
ら
た

め
て
公
約
に
つ
い
て
伺
う
。市
長
は「
あ

が
の
市
民
病
院
の
救
急
医
療
復
活
に
つ

い
て
、
遅
く
て
も
２
年
以
内
に
は
復
活

さ
せ
た
い
。」
と
強
調
さ
れ
た
。
市
民

は
待
ち
望
ん
で
い
る
。
医
師
の
確
保
は

大
丈
夫
な
の
か
。

答
弁  

新
大
医
学
部
に
対
し
、
こ
れ
ま

で
の
取
組
や
関
係
を
生
か
し
、
協
力
、

支
援
要
請
を
行
い
、
厚
生
連
と
一
日
も

早
い
救
急
医
療
の
再
開
に
向
け
、
詰
め

の
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

質
問  

阿
賀
野
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は

任
期
中
に
開
通
す
る
の
か
。
道
の
駅
に

つ
い
て
も
市
長
の
考
え
は
。

答
弁  

供
用
開
始
は
早
く
て
３
年
、
遅

く
と
も
５
年
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
に
新

た
な
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
専
門

的
・
学
術
的
見
地
や
利
用
者
の
立
場
か

ら
助
言
を
い
た
だ
き
、
基
本
構
想
を
策

定
す
る
予
定
で
あ
り
、
地
域
活
性
化
に

資
す
る
市
民
か
ら
喜
ん
で
も
ら
え
る
施

設
に
し
て
い
き
た
い
。

質
問  

人
口
減
少
・
農
業
の
振
興
は
、

多
く
の
自
治
体
が
頭
を
抱
え
る
難
題
で

あ
る
。
基
幹
産
業
の
農
業
を
ど
う
活
性

化
し
て
い
く
の
か
。

答
弁  

阿
賀
野
市
の
農
業
、
特
に
主
力

と
な
っ
て
い
る
稲
作
に
つ
い
て
は
、
米

価
が
低
迷
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

米
だ
け
に
頼
っ
た
農
業
経
営
を
見
直
し

稲
作
と
園
芸
の
複
合
営
農
、
あ
る
い
は

園
芸
を
中
心
と
し
た
農
業
経
営
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

◇
そ
の
他
の
質
問
◇

・�「
元
気
で
明
る
く
活
力
の
あ
る
魅
力

的
な
ま
ち
」
と
は
ど
う
目
指
す
の
か

・�

合
併
以
降
、
最
低
の
投
票
率
（
54
・

71
％
）
を
市
長
は
ど
う
受
け
止
め
て

い
る
の
か

ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
激
励
金

に
つ
い
て

質
問  
体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

等
に
北
信
越
大
会
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
出
場
選
手
に
、
激
励
金
が
交
付
さ

れ
て
き
た
が
、26
年
度
に
廃
止
と
な
り
、

27
年
度
か
ら
は
全
国
大
会
で
極
め
て
優

秀
な
成
績
を
残
し
た
個
人
、
団
体
を
表

彰
す
る
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
が
施

行
さ
れ
た
。
北
信
越
大
会
以
上
へ
の
出

場
は
、
日
頃
の
努
力
の
た
ま
も
の
と
考

え
る
。
大
会
の
出
場
権
を
得
る
ま
で
の

努
力
に
対
し
て
も
市
は
支
援
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
激

励
金
と
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
を
セ
ッ
ト
に

し
て
は
ど
う
か
。

答
弁  

制
度
改
正
は
、
優
れ
た
成
績
を

収
め
た
方
を
褒
め
た
た
え
る
表
彰
で
あ

る
こ
と
を
明
確
に
し
た
も
の
で
、
基
本

的
に
は
新
制
度
も
旧
制
度
も
同
じ
内
容

と
な
っ
て
い
る
が
、
要
綱
の
中
で
食
い

違
い
が
あ
れ
ば
文
言
を
改
め
た
い
。
今

後
、
北
信
越
、
全
国
大
会
等
に
出
場
す

る
方
が
、
夢
や
希
望
の
実
現
に
向
か
っ

て
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
を
し
た
い
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

質
問  

①
災
害
受
援
計
画
策
定
の
進
捗

状
況
は
。
②
災
害
時
応
援
協
定
を
県
外

の
三
市
と
締
結
し
て
い
る
が
、
平
常
時

の
交
流
事
業
は
。
③
大
災
害
に
備
え
た

応
急
仮
設
住
宅
の
用
地
確
保
は
。
④
大

規
模
災
害
時
に
高
齢
者
や
障
が
い
者
弱

者
の
避
難
を
援
助
す
る
人
の
氏
名
や
避

難
先
を
明
記
す
る
「
個
別
支
援
計
画
」

の
策
定
状
況
は
。

答
弁  

①
県
、
県
内
市
町
村
と
広
域
避

難
や
相
互
応
援
の
仕
組
み
づ
く
り
の
検

討
を
進
め
、
災
害
受
援
計
画
の
策
定
を

考
え
て
い
る
。
②
防
災
担
当
レ
ベ
ル
で

の
連
絡
体
制
の
確
認
や
相
互
訪
問
、
防

災
訓
練
へ
の
参
加
や
、
市
の
物
産
販
売

会
会
員
が
埼
玉
県
桶
川
市
の
「
べ
に

ば
な
祭
り
」
に
参
加
す
る
な
ど
交
流
を

図
っ
て
い
る
。
③
市
内
の
状
況
や
先
進

事
例
を
調
査
し
検
討
を
進
め
る
。
④
自

主
防
災
組
織
の
設
立
や
災
害
時
要
支
援

者
名
簿
を
活
用
し
た
緊
急
連
絡
網
の
構

築
な
ど
、
取
組
可
能
な
地
区
か
ら
策
定

を
考
え
て
い
る
。

日本共産党 倉島　良司日本共産党 稲毛　　明

新政クラブ 江口　卓王無会派 遠藤　智子

一般質問は60分の持ち時間の中で、質問と答弁
のやり取りが繰り返されます。掲載している内
容は質問議員がまとめたものです。



5

平成28年７月15日　（６月定例会号）

下
水
道
事
業
に
何
が
不
足
な

の
か
に
つ
い
て

質
問  

環
境
に
最
も
効
果
的
な
事
業
未

整
備
地
区
に
つ
い
て
は
前
倒
し
し
、
遅

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
色
々
な
弊
害
も
発

生
す
る
。
人
口
減
、
空
き
家
増
、
給
水

量
の
減
少
で
経
営
基
盤
に
大
き
く
影
響

が
出
る
。
今
後
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
事

欠
く
こ
と
も
懸
念
さ
れ
、
経
年
数
に
よ

る
施
設
老
朽
化
の
た
め
、
改
修
費
、
維

持
管
理
費
が
か
さ
み
、
下
水
道
接
続
の

件
は
現
在
の
制
度
を
抜
本
的
に
見
直
し

期
限
付
き
で
特
別
措
置
的
な
こ
と
で
促

進
を
す
る
以
外
に
手
段
は
な
い
が
、
そ

の
点
検
討
対
応
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
弁  

ご
指
摘
の
と
お
り
接
続
率
の
伸

び
は
微
増
で
、
供
用
開
始
か
ら
３
年
以

内
の
地
域
を
重
点
に
自
治
会
は
じ
め
戸

別
訪
問
で
接
続
促
進
に
努
力
し
て
い

る
。

質
問  

先
行
投
資
の
効
果
効
率
を
上
げ

る
た
め
に
は
、
受
益
者
の
負
担
が
あ
ま

り
に
も
大
き
く
、
現
在
の
経
済
状
況
か

ら
見
て
相
当
な
無
理
が
あ
る
。
様
々
な

場
所
条
件
が
あ
り
工
事
費
が
か
か
る
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
は
一
定
の
成
果

と
効
果
は
認
め
る
が
、
趣
旨
は
下
水
道

工
事
を
主
体
に
設
け
た
制
度
。
そ
こ
で

接
続
促
進
に
向
け
、増
額
の
要
望
を
す
る
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
給
水
料
金
体
系

が
変
わ
り
補
助
金
増
に
よ
り
、
回
収
率

向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ

の
点
の
決
断
能
力
は
あ
る
の
か
。

答
弁  

施
設
整
備
計
画
と
運
営
の
効
率

化
等
の
検
討
と
最
善
の
策
で
の
前
向
き

な
検
討
に
入
る
。

熊
本
地
震
を
ど
う
見
る
か

質
問  

気
象
気
候
変
動
、
安
全
安
心
な

場
所
地
形
は
な
い
。
予
測
予
兆
な
く
台

風
・
地
震
・
大
雨
・
地
滑
り
等
が
発
生

し
た
場
合
の
緊
急
情
報
の
一
元
化
は
、

十
分
機
能
が
発
揮
で
き
る
体
制
な
の

か
。
夜
間
の
情
報
伝
達
が
な
い
と
土
石

流
が
流
れ
込
み
大
災
害
を
招
く
。
情
報

の
判
断
基
準
と
的
確
敏
速
に
伝
え
る
能

力
は
あ
る
の
か
。

答
弁  

地
域
防
災
計
画
を
策
定
し
、
避

難
所
運
営
に
備
え
、
事
例
を
含
め
、
グ

ル
ー
プ
団
体
組
織
と
連
携
し
、
都
度
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
改
定
し
て
、
災
害
を
な
ん

と
し
て
も
最
小
最
低
限
に
く
い
と
め
る

努
力
検
討
を
す
る
。

無会派 山賀　清一

総務文教常任委員会常任委員会の活動

産業建設常任委員会常任委員会の活動 社会厚生常任委員会常任委員会の活動

平
成
28
年
５
月
11
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

京
ヶ
瀬
小
学
校
の
学
校
施
設
の
現
状
に
つ
い
て

　

京
ヶ
瀬
小
学
校
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
、
現
地
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

①
ト
イ
レ
の
臭
い
に
つ
い
て

　

�

年
数
経
過
か
ら
汚
れ
が
タ
イ
ル
目
地
に
染
み
込
ん
だ

こ
と
が
、
主
な
原
因
と
し
て
想
定
さ
れ
る
そ
う
で

す
。
窓
開
け
換
気
、
消
臭
剤
設
置
等
の
対
策
を
取
ら

れ
て
お
り
、
臭
い
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

後
ト
イ
レ
改
修
を
計
画
化
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

②
校
舎
の
雨
漏
り
に
つ
い
て

　

�

玄
関
付
近
の
雨
漏
り
箇
所
を
平
成
21
年
に
修
理
を
し

た
そ
う
で
す
が
、
現
在
は
強
い
雨
が
降
る
と
外
壁
の

隙
間
か
ら
雨
漏
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
今
後
大
規
模
改
修
を

計
画
化
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

③
昨
年
大
プ
ー
ル
に
藻
が
発
生
し
た
件
に
つ
い
て

　

�

水
槽
壁
面
の
劣
化
に
よ
り
汚
れ
が
染
み
込
み
、
藻
が

発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
今
年
度
は
水

張
り
管
理
の
み
と
し
、
藻
が
発
生
す
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
来
年
度
は
配
管
を
遮
断
す
る
工
事
を
し
、
大

プ
ー
ル
の
水
張
り
を
や
め
る
予
定
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

�　
い
ず
れ
も
抜
本
的
な
対
応
が
示
さ
れ
、
今
後
大
き

な
改
善
が
見
込
ま
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

安
田
支
所
庁
舎
整
備
の
進
行
状
況
に
つ
い
て

　

第
5
回
安
田
支
所
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
の
報
告
を

受
け
、
多
く
の
方
が
利
用
で
き
る
よ
う
な
利
用
構
想
を

示
さ
れ
ま
し
た
。
検
討
委
員
会
で
は
施
設
の
レ
イ
ア
ウ

ト
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
案
を
更
に
具
体
的
に
絞
り

込
ん
で
検
討
を
進
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
平
成
28
年
度

に
は
基
本
設
計
、
解
体
設
計
、
測
量
、
地
盤
調
査
を
進

め
る
予
定
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
年
間
想
定
利
用
者
数
な
ど
に
つ
い
て

の
質
問
や
賑
わ
い
を
創
出
で
き
る
施
設
に
し
て
ほ
し
い

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
計
画
通
り
に
執
行
に

当
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
９
月
定
例
会
ま
で
）

⑴
防
犯
灯
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

⑵
通
学
バ
ス
の
運
行
状
況
に
つ
い
て

平
成
28
年
５
月
17
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

国
土
調
査（
地
籍
調
査
）事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

国
土
調
査
事
業
の
平
成
27
年
度
末
現
在
で
の
地
区
別

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
安
田
地
区
は
実
施
済
面
積

35
・
86
㎢
、
京
ヶ
瀬
地
区
は
実
施
済
面
積
24
・
77
㎢
と
そ

れ
ぞ
れ
全
域
を
完
了
。
笹
神
地
区
は
継
続
中
で
計
画
面

積
57
・
28
㎢
に
対
し
て
実
施
済
面
積
35
・
04
㎢
と
地
区
別

進
捗
率
で
約
61
％
、
水
原
地
区
は
平
成
17
年
度
か
ら
継

続
中
で
計
画
面
積
38
・
32
㎢
に
対
し
て
実
施
済
面
積
６
・

52
㎢
と
地
区
別
進
捗
率
で
約
17
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

阿
賀
野
市
全
体
で
は
、
計
画
面
積
１
５
６
・
23
㎢
に

対
し
て
実
施
済
面
積
１
０
２
・
19
㎢
と
進
捗
率
で
65
％

に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
26
年
度
末
で
の
全
国

の
進
捗
率
は
51
％
、
新
潟
県
の
進
捗
率
は
34
％
と
い
う

状
況
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
安
田
地

区
、
京
ヶ
瀬
地
区
に
つ
い
て
は
維
持
管
理
を
継
続
、
笹

神
地
区
に
つ
い
て
は
市
の
全
体
計
画
を
進
め
る
観
点
か

ら
新
規
計
画
区
へ
の
着
手
を
休
止
。
水
原
地
区
に
つ
い

て
は
、
天
神
堂
・
千
原
か
ら
山
口
方
面
、
平
成
27
年
度

は
山
口
２
丁
目
、
大
野
地
、
境
新
田
地
区
の
調
査
を
実

施
し
こ
れ
ま
で
に
６
・
52
㎢
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
隣
接
す
る
山
口
地

区
か
ら
順
次
調
査
を
進
め
て
い
く
計
画
で
す
。
な
お
、

こ
の
国
土
調
査
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
国
が
50
％
、
県

と
市
が
そ
れ
ぞ
れ
25
％
の
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
国
土
調
査
事
業
に
対
す
る
市
の
基
本

方
針
や
全
地
域
完
了
ま
で
の
長
期
的
な
見
通
し
や
調
査

体
制
に
関
す
る
質
疑
、
調
査
を
進
め
て
い
く
中
で
困
難

な
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
へ
の
対

応
に
関
す
る
質
疑
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
事
業
の
速
や
か

な
進
捗
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
９
月
定
例
会
ま
で
）

上
下
水
道
局
所
管
の
施
設
に
つ
い
て

平
成
28
年
５
月
12
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

ご
み
処
理
広
域
化
の
実
施
計
画
に
つ
い
て

　

五
泉
市
・
阿
賀
野
市
・
阿
賀
町
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
整
備
推
進
協
議
会
検
討
委
員
会
の
提
言
書
と
ご
み
処

理
広
域
化
の
実
施
計
画
２
年
次
に
つ
い
て
担
当
課
よ
り

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

提
言
書
は
、
平
成
28
年
３
月
29
日
に
五
泉
市
・
阿
賀

野
市
・
阿
賀
町
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
推
進
協
議

会
検
討
委
員
会
黒
野
委
員
長
か
ら
伊
藤
協
議
会
長
に
提

出
さ
れ
た
も
の
で
、
廃
棄
物
処
理
施
設
の
広
域
化
に
至

る
経
過
と
必
要
性
、
広
域
処
理
施
設
整
備
に
あ
た
っ
て

は
①
安
心
安
全
で
安
定
し
た
施
設
②
環
境
に
配
慮
し
た

施
設
③
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
有
効
活
用
に
配
慮
し
た
施

設
④
地
域
に
密
着
し
た
施
設
⑤
経
済
性
に
優
れ
た
施
設

と
な
る
よ
う
、
５
つ
の
基
本
理
念
に
よ
り
計
画
を
進
め

る
よ
う
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
処
理
広
域
化
の
実
施
計
画
２
年
次
で
は
、
ご
み

の
分
別
区
分
、
排
出
形
態
、
中
間
処
理
施
設
、
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
整
備
基
本
構
想
、
最
終
処
分
場
の
構

造
形
式
等
、
提
言
書
に
う
た
わ
れ
て
い
る
内
容
の
裏
付

け
と
な
る
現
状
や
留
意
点
、
参
考
数
値
な
ど
が
示
さ
れ

て
あ
り
、
収
集
運
搬
は
、
各
２
市
１
町
が
責
任
を
持
っ

て
行
う
。
可
燃
ご
み
、
可
燃
粗
大
ご
み
は
新
た
な
中
間

処
理
施
設
で
処
理
と
な
る
。
不
燃
・
資
源
・
有
害
ご
み

は
現
行
ど
お
り
の
処
理
方
法
で
、
最
終
処
分
場
は
、
新

た
な
最
終
処
分
場
で
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

委
員
か
ら
は
、
ご
み
の
有
料
化
よ
り
リ
サ
イ
ク
ル
の

必
要
性
の
教
育
を
進
め
る
べ
き
、
施
設
建
設
費
用
と
阿

賀
野
市
の
負
担
額
に
つ
い
て
、
最
終
処
分
場
の
埋
め
立

て
期
間
は
15
年
と
計
画
さ
れ
て
い
る
が
16
年
目
か
ら
の

処
分
用
地
計
画
は
ど
う
検
討
さ
れ
て
い
る
か
、
埋
め
立

て
完
了
後
の
再
利
用
に
つ
い
て
な
ど
の
質
疑
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
９
月
定
例
会
ま
で
）

病
児
保
育
室
「
お
ひ
さ
ま
」
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
に
こ
に
こ
」
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

総務部所管の市政全般の企画や調整、財務、市税、防災、教育等に関することを審査します。

産業建設部所管の商工業、農業、観光、上下水道等に関することを審査します。 民生部所管の福祉､介護､子ども､保健､医療､環境､生涯学習等に関することを審査します。
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平成28年７月15日　（６月定例会号）

平成27年度阿賀野市議会政務活動費　収支報告一覧

項　目
会派名・議員名 収　　入 支　　出 残額

（返還額）調査研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・陳情活動費 会議費 資料作成費 資料購入費 人件費 事務所費 計
日本共産党（4名）

山田早苗、稲毛明、宮脇雅夫、倉島良司 480,000 111,769 313,331 31,378 26,184 482,662 0

公明党（1名）　村上清彦 120,000 119,825 30,864 150,689 0
新政クラブ（3名）

近山修、佐竹政志、江口卓王 360,000 20,015 297,296 24,900 29,628 371,839 0

ネオあがの（3名）
天野美三男、市川英敏、雪正文 360,000 361,075 90,000 451,075 0

　石川　恒夫 120,000 41,340 1,296 31,158 48,529 122,323 0
　山崎　正春 120,000 55,560 79,026 134,586 0
　浅間　信一 120,000 11,879 111,408 123,287 0
　山口　功位 120,000 81,500 44,040 125,540 0
　髙橋　幸信 120,000 81,500 39,600 121,100 0
　中島　正昭 120,000 58,320 3,544 58,284 120,148 0
　風間　輝栄 120,000 101,840 2,999 17,468 122,307 0
　山賀　清一 120,000 98,432 67,992 166,424 0
　遠藤　智子 120,000 99,296 39,258 138,554 0

合　　計 2,400,000 512,794 1,089,397 396,551 0 0 0 39,217 544,046 0 48,529 2,630,534 0 

政務活動費とは
　政務活動費は、議員の調査研究その他の活動に資するため必要な経費の一部として、条例に基づき会派及び議員に対して交付されるもので、残額は市に返還していま
す。会派には月額10,000円×会派所属議員数、議員には月額10,000円を交付しています。
　平成27年度の収支報告が提出されましたので報告します。 （単位：円）

質
問  �

婚
活
事
業
の
実
施
状
況
は
。

回
答  �

商
工
会
、
建
設
業
協
会
青
年
部
や

行
政
も
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
と
の
こ

と
で
そ
れ
な
り
の
支
援
は
行
っ
て

き
た
。
国
は
25
億
円
ほ
ど
の
予
算

を
組
み
結
婚
支
援
等
に
取
り
組
む

自
治
体
に
支
援
を
す
る
と
の
こ
と

で
、
当
市
も
事
業
要
望
し
、
今
ま

で
以
上
に
積
極
的
に
結
婚
支
援
事

業
に
取
り
組
む
予
定
と
し
て
い

る
。

質
問  �

安
田
地
内
の
産
業
団
地
（
か
が
や

き
）
は
住
宅
用
地
と
し
て
な
ど
の

有
効
活
用
は
で
き
な
い
か
。

回
答  �

年
何
社
か
は
産
業
団
地
に
進
出
し

て
い
る
が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う

に
進
ん
で
い
な
い
。
ま
だ
ま
だ
用

地
は
あ
り
前
向
き
に
誘
致
は
し
て

い
る
が
、
地
域
の
雇
用
が
目
に
見

え
て
増
え
て
い
な
い
状
況
。

質
問  �

自
治
会
の
道
路
側
溝
清
掃
事
業
で
、

業
者
に
委
託
し
た
場
合
上
限
３
万
円

の
補
助
が
あ
る
が
、
業
者
委
託
の
場

合
少
額
で
対
応
で
き
な
い
。
例
え
ば

３
年
に
1
回
に
し
、
そ
の
分
ま
と

ま
っ
た
形
で
の
支
援
に
す
る
の
は
ど

う
か
。

回
答  �
行
政
側
に
伝
え
る
。

質
問  �
人
口
増
と
な
る
よ
う
に
お
嫁
さ
ん
が

来
る
方
策
を
考
え
て
い
る
か
。

回
答  �

市
と
し
て
も
素
敵
な
出
会
い
応
援

事
業
と
し
て
予
算
を
計
上
し
、
婚

活
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
し
い
ろ
い
ろ

考
え
て
い
る
が
、
特
効
薬
は
な
く

む
ず
か
し
い
。
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー

に
期
待
す
る
。

質
問  �

阿
賀
野
高
校
の
卒
業
生
は
地
元
企
業

に
就
職
で
き
る
よ
う
に
。
阿
賀
野
高

校
の
存
続
も
危
う
い
と
い
う
話
を
聞

く
が
ど
う
な
の
か
。

回
答  �

で
き
れ
ば
地
元
に
就
職
し
て
欲
し

い
。
生
徒
数
が
減
れ
ば
、
そ
う
い

う
状
況
も
考
え
ら
れ
、
高
校
が
無

く
な
れ
ば
一
層
活
気
が
な
く
な
る

と
予
想
さ
れ
る
。
そ
う
な
ら
な
い

よ
う
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

意
見  �

若
者
が
減
り
、
人
口
の
減
少
は
集

落
の
存
亡
に
つ
な
が
る
。
な
ん
と

か
な
ら
な
い
か
。

回
答  �

若
者
が
元
気
を
出
せ
る
よ
う
に
青

年
部
を
応
援
す
る
。

意
見  �

世
帯
主
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ

と
若
者
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ

で
飲
み
会
を
含
め
地
域
で
の
交
流

を
深
め
た
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

づ
く
り
は
ま
つ
り
な
ど
が
一
番
い

い
と
思
う
。

質
問  �

京
ヶ
瀬
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

土
日
使
用
が
で
き
な
い
。
子
ど
も

が
遊
ぶ
場
と
し
て
使
え
な
い
か
。

常
に
開
放
と
は
な
ら
な
い
も
の

か
。
鍵
が
か
か
っ
て
い
て
入
れ
な

い
。

回
答  �

状
況
を
調
査
し
報
告
す
る
。

意
見  �

あ
が
の
市
民
病
院
と
近
隣
の
検
診

機
関
と
の
人
間
ド
ッ
ク
割
引
に
差

額
を
付
け
て
は
ど
う
か
。
近
隣
検

診
機
関
は
送
迎
付
き
で
割
引
率
が

良
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

回
答  �

補
助
割
合
を
上
げ
る
の
は
検
討
可

能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在

の
受
診
率
を
上
げ
る
活
動
も
必
要

と
思
わ
れ
る
。

意
見  �

人
間
ド
ッ
ク
に
合
わ
せ
て
脳
の
検

査
も
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。

回
答  �

脳
外
科
医
の
専
門
医
師
が
不
足
し

て
い
る
。

意
見  �

小
学
校
運
動
会
の
翌
日
に
熊
が
出

没
し
た
が
、
防
災
行
政
無
線
の
活

用
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

回
答  �

防
災
行
政
無
線
の
運
用
に
規
定
が

あ
る
の
で
現
時
点
で
は
難
し
い
と

思
わ
れ
る
。

質
問  �

阿
賀
野
市
人
口
減
少
問
題
に
関
し
て

議
会
か
ら
市
に
対
し
て
検
討
や
質
問

な
ど
は
し
て
い
る
の
か
。

回
答  �

定
例
会
毎
に
、
人
口
問
題
に
関
し

て
は
質
問
が
出
て
い
る
。
結
婚
・

子
育
て
・
貧
困
に
関
し
て
も
質
問

が
出
て
い
る
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
、
政
策

立
案
等
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
市
議
会
の
ペ
ー
ジ
」

に
議
会
報
告
会
の
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

３
月
定
例
会
の
報
告
と
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
各
会
場
で
の
質
疑
、
意
見
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
要
約
し
て
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

５/12　学校町・桜木町自治会

５/14　金渕自治会

５/29　小松自治会

第
16
回
　
議
会
報
告
会

　皆さんのもとへ出向き、意見交換会をいたします。
　自治会・団体・グループ等で気軽に申し込みください。
【会場】原則、市内の公共施設・地区公会堂等
※�使用料が必要な場合は、団体で負担してください。
【申込方法】申込書を議会事務局へ提出してください。申込書は議
会事務局に用意してあるほか、ホームページからもダウンロードで
きます。

　議会報告会・意見交換会は、まちづくりポイン
ト対象事業です。

議会と意見交換しませんか



7

平成28年７月15日　（６月定例会号）

議　決　結　果
６月定例会（平成28年第２回　６月９日～21日）

全会一致で議決した議案等 結
果

人　

事

阿賀野市農業委員会委員の任命について
　�平成28年７月19日の任期満了により、農業委員会等に関する法律に基づき農業委員会委員に、阿部萬紀夫氏（横山）、荒澤等氏（金渕甲）、五十嵐栄一氏（上江端）、五十嵐

佐敏氏（籠田）、上松千恵氏（緑町）、大堀哲男氏（今板）、笠原尚美氏（法柳新田）、小嶋覚氏（六野瀬）、小林章男氏（下条町）、齋藤瑞穂氏（保田）、菅井茂氏（粕島）、相馬重
男氏（駒林）、田中朋子氏（山寺）、遠山登氏（分田）、松田昭悦氏（分田）、見尾田正行氏（保田）、栁壽一氏（城）、渡邉悟氏（蒔田）、渡邉正人氏（山寺）の19名を任命したい。

同
意

補　

正　

予　

算

平成27年度阿賀野市一般会計補正予算（第９号）　平成28年３月31日専決処分
　�今後の財政需要に備えるため財政調整基金積立金２億円を計上したほか、ふるさと阿賀野市応援基金、インターネット・サービス運用基金、地域福祉基金についても

指定寄附金の実績や事業費の精算に基づいて所要の積立金を計上。
承
認

平成28年度阿賀野市一般会計補正予算（第１号）　平成28年４月14日専決処分
　�平成26年度国の補正予算の地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金などで実施した事業の実績により、国に不用額を返還する必要が生じたことから、地域活性

化・地域住民生活等緊急支援交付金返還金1,792万５千円を計上。
承
認

条　
　

例

阿賀野市税条例等の一部改正について　平成28年３月31日専決処分
行政不服審査法の改正に伴う文言整理、固定資産税の非課税適用団体のうち、一部団体の名称等が改められたこと、わがまち特例の適用条項の項目の追加、新築住宅
等に係る固定資産税の減額措置、市たばこ税の経過措置に関する規定を整備する。

承
認

阿賀野市国民健康保険税条例の一部改正について　平成28年３月31日専決処分
国民健康保険税の基礎課税額に係る課税限度額を54万円（現行52万円）、後期高齢者支援金等課税額に係る課税限度額を19万円（現行17万円）、軽減判定所得で被保
険者数に乗ずべき金額を２割軽減で48万円（現行47万円）、５割軽減で26万５千円（現行26万）に引き上げ等を改正する。

承
認

阿賀野市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の一部改正について　平成28年３月31日専決処分
行政不服審査法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律における地方税法の一部改正の施行により、国の行政不服審査制度に合わせ附則の適用区分を改正する。

承
認

阿賀野市議会議員及び阿賀野市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正について
阿賀野市長の選挙におけるビラの作成の公費負担に関する条例の一部改正について
　公職選挙法施行令に規定する、公営単価の改正により改正する。

可
決

阿賀野市立小・中学校設置条例等の一部改正について　保田小学校を安田小学校に名称変更することにより関係条例を改正する。 可
決

阿賀野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
　�小学校から中学校までの義務教育を一貫して行う「義務教育学校」に係る学校教育法等の一部改正により、放課後児童支援員となりうる有資格者として義務教育学校

の教諭を条文に加える。
可
決

阿賀野市農業振興地域整備計画促進協議会条例の廃止について
　�農業振興地域の整備に関する法律施行令及び農業振興地域の整備に関する法律施行規則に基づき行う、阿賀野市の農業振興地域整備計画の策定及び変更について、協

議会設置について法律上定めがないこと、協議会構成委員が法律に基づいた意見聴取先とほぼ同じことから協議会を廃止する。
可
決

阿賀野市下水道条例の一部改正について
排水設備指定工事店の指定に係る申請の際の規定を一部現状に合わせ変更するとともに、下水道使用料の算定方法における水道水以外の水の排水量を、下水排水参考
メーターを設置して確知する場合の規定を追加する。

可
決

阿賀野市準用河川流水占用料等徴収条例の制定について
阿賀野市準用河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例の制定について

新潟県管理の一級河川を市管理の普通河川として引き受けるにあたり、準用河川（河川法の規定を準用する河川）として管理するため新たに制定する。
可
決

そ
の
他

市道路線の認定について　新規に２路線を認定する。 可
決

字の変更について（嶋瀬・上江端・分田・東町・新座）　山王新座下地区土地改良事業の施行に伴い、区域内の字を変更及び整理する。 可
決

市の境界変更について　菱池地区土地改良事業の施行に伴い、五泉市と阿賀野市との境界を変更する。 可
決

字の変更について（荻野島・論瀬・新保）　菱池地区土地改良事業の施行に伴い、字の区域を変更及び整理する。 可
決

財産の取得について（小型動力ポンプ付積載車）
　�阿賀野市消防団に配置の小型動力ポンプ付積載車の老朽化が進行しているため、経年使用による事故防止と機動力を強化し消防団の活動環境の向上を図るため、小型

動力ポンプ付き積載車10台を取得する。
可
決

財産の取得について（消防ポンプ自動車）　
　かがやき分署に配置の消防ポンプ自動車が老朽化により機能維持が困難となっているため、消防ポンプ自動車１台を取得する。

可
決

選
挙

阿賀野市選挙管理委員並びに補充員の選挙
　�任期満了により五十嵐英雄氏（姥ヶ橋）、徳永和夫氏（保田）、小林壽英氏（安野町）、丸山一男氏（上蔵野）を選挙管理委員に、八木美代子氏（若葉町）、佐藤晃一氏（駒

林）、髙橋公衛氏（村岡）、渡邊 行氏（保田）を同補充員とする。
選
挙

請
願

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書の採択を求める請願
　小中学校の全学年における30人以下学級の実現と、義務教育費国庫負担制度の国負担割合を２分の１に復元することを求める意見書を国の関係機関に提出してほしい。

採
択

意
見
書

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書の提出について
　30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書を国の関係機関に提出する。

可
決

議
会
提
出

阿賀野市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の特例に関する条例の制定について
議員の職責及び議会への市民の信頼に反した場合の議員報酬及び期末手当の支給についての特例（議員報酬、期末手当の減額等）を定める。
制定の理由は、議員が病気あるいはその他やむを得ない事情により本会議や委員会を長期欠席しなければならなくなった場合、議員の意向にかかわらず、議員を辞職
しなければ議員報酬を辞退したり、あるいは返還したりすることはできませんでした。このような現状から、条例を制定し対応するのが適切と判断したためです。

可
決

意見が分かれた議案等（各議員の賛否一覧表）
公
明
党

日本共産党 新政
クラブ 阿賀野クラブ ネオあがの

会派の
所属
なし

議
決
結
果

村
上　

清
彦

倉
島　

良
司

宮
脇　

雅
夫

稲
毛　
　

明

山
田　

早
苗

佐
竹　

政
志

江
口　

卓
王

近
山　
　

修

山
崎　

正
春

浅
間　

信
一

山
口　

功
位

髙
橋　

幸
信

中
島　

正
昭

風
間　

輝
栄

市
川　

英
敏

雪　
　

正
文

天
野
美
三
男

遠
藤　

智
子

山
賀　

清
一

○:賛成　　×:反対

補
正
予
算

平成28年度阿賀野市一般会計補正予算（第２号） ○ ╳ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可
決

　�地域コミュニティー活動の中心となる集会施設の修繕に対する補助を拡大する集会施設建設補助金500万円の増額、婚活を支援するため多様な出会いの場を提供する素
敵な出会い支援業務委託料1,450万円、京ヶ瀬支所耐震補強・改修事業費として１億2,560万円、今後予定されるマイナンバーの行政機関等の間での情報連携に係る電
算システム改修費826万４千円などを計上。

討
論

（
要
旨
）

反対意見：市民や中小企業、行政にとって個人情報流出など危険を伴うマイナンバー制度。メリットよりもリスクの多い制度への支出は、国から３分の２の補助とはいえ税金
の無駄遣いである。すでに地方公共団体情報システム機構で、マイナンバーカード１千万件の申請に対して３３０万件しか交付できないトラブルが発生している。今後の情報
システム改修への補正だが、ＩＴ企業のための支出になっていると考えることから反対である。

条　
　

例

阿賀野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について ○ ╳ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可
決

　�全国的な保育士不足に対応し、小規模保育事業所Ａ型及び保育所型事業所内保育事業所の保育士の配置基準の弾力化を図るため、家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準が改正されたことにより改正する。
討
論

（
要
旨
）

反対意見：この条例は、保育士の不足対策として待遇改善を行うべきなのに、保育士の資格のない人も研修を修了すれば良い、小学校等の教諭免許等があれば良いなどと
して、保育士の配置基準を引下げるものである。これでは安全安心な保育園が危うくなり保育の質を低める。

賛
否

会　　　派

議　　　員

議　　　案
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部

会

長

副
部
会
長

山

賀

清

一

市

川

英

敏

髙

橋

幸

信

風

間

輝

栄

雪　
　

正

文

山

田

早

苗

阿
賀
野
市
議
会
改
革
推
進

特
別
委
員
会
広
報
部
会

　

６
月
定
例
会
も
終
了
。
地
域
住
民
の
関
心
の

あ
る
と
こ
ろ
、
議
会
だ
よ
り
に
は
議
事
の
内
容

を
は
じ
め
、
行
政
監
査
機
能
や
政
策
提
案
機
能

の
発
揮
な
ど
、
議
会
の
諸
活
動
を
い
か
に
的
確

に
情
報
を
伝
え
ら
れ
る
か
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

反
応
を
期
待
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
役
割
を
担
い
、
一
層
の
努
力
を
い
た
し
、

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
に
伝
え
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
気
楽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。

（
広
報
部
会
部
会
長　
　

山
賀　

清
一
）

　

６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
全
国
市
議

会
議
長
会
及
び
北
信
越
市
議
会
議
長
会

か
ら
の
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
表
彰

雪　正文　議員（議員在職10年以上）

阿賀野クラブ
○山崎正春・石川恒夫・浅間信一・山口功位・髙橋幸信・
　中島正昭・風間輝栄
　12 月議会に、議員定数に関する特別委員会を設置して、
本議会の 20 人の定数はこれで良いのか等について、全議
員で、あるいはワークショップ形式で意見交換会を行って
十分協議を行った。これまでも合併後 72 人を 26 人に、そ
の後の改選で 22 人に、前回の改選時には 20 人に定数削減
に積極的に取り組んできた。今回も各会派ごとに、全議員
で十分議論した結果、削減との声もあったが総合的に現状
維持の 20 人で良いと決定した。

日本共産党
○倉島良司・宮脇雅夫・稲毛明・山田早苗
　定数 20 人の議席になって以後、私の
耳に定数に関して議員の数が多すぎると
いったような意見は全く聞こえてこない。
　おそらく大多数の市民の意識の中に、
市議会の定数は現状で良いと考えている
人が多いからと思われる。よって定数の
変更の必要性はないと考える。

遠藤智子
　行政改革は削減を優先させ効率性の重視が考えられるが、議会改革は議員の定
数削減をすることではないと考える。また、議員定数の削減により常任委員会の
委員数が少人数になった場合、常任委員会運営に支障が考えられる。今回の議員
定数の削減については、改選までに数カ月しかなく、改選後に市民と一緒に十分
な時間（１年間くらい）をかけ検討すべきと考えている。

新政クラブ
○佐竹政志・江口卓王・近山修
　平成 16 年 10 月の合併後、初の市議
会議員選挙では定数 26 名であった。そ
の後の二度の市議選で６名の定数削減を
実施して現在 20 名となっている。当市
の議員定数をこれ以上削減することは、
地域に目が届きにくくなり、民意を反映
できないと考える。よって現状維持とす
べきである。

公明党
○村上清彦
　特別委員会における「若者・女性が議員に立候補で
きる環境づくり」についての議論では、議員の処遇に
関する意見が多くありました。現状、議員の年齢構成
にも偏りがあり、多種多様な意見を代弁しているとは
言えません。処遇が一つのネックになっているのであ
れば、定数を削減した分で改善を図っていくことと同
時に、少数精鋭化（監視、政策立案機能の強化）のた
めに議会の体制（専門家の配置等）を整備していく必
要があると考えます。

ネオあがの
○市川英敏・雪正文・天野美三男
　議員定数がどうあるべきかに関して、理想とされる正解がない中、議
員定数とともに住民の高い関心を呼ぶ課題に議員報酬がある。
　現在、地方議会は、若い世代の議員を必要としているが議員報酬が低く生
計が立たないため仕事を辞め地方政治に飛び込もうとしないのが現状です。
　住民の間には根強い報酬引き下げの声があることは承知していますが、
このままでは市議会の高齢化にストップがかかりません。
　私どもの会派としては、議員報酬の引き上げを検討し、議員定数を削
減とする考えであります。

山賀清一
　法的関連の中での定数に関する件については、先の特別委員会での現状維持か
削減すべきか、増やすべきかと意見のあるところ。当市の財政状況から見て約
0.8％の予算の中、報酬についても少ないか妥当かの考えもいろいろ。若い人た
ちの希望はそれなりの考えでやるべき。一層の定数削減は、常任委員会３つを１
つにして、10 名で通年議会に専念すべき。定年制を設けるべき。いずれにして
も物議どころか賛否両論のあるところ議員としての資質の問題として捉える。

議員定数に関する特別委員会の報告　 議員定数は現状維持に決定
　平成27年12月に本特別委員会を設置し５回にわたり委員会を開催し、県内外の類似自治体の議員定数の状況や動向等の調査を行い検討しました。

検討経過
　第３回（２月26日開催）、第４回（３月16日開催）の特別委員会では、ワークショップ形式で議員間の意見交換を行い、議会における現状の課題を抽出し
今後の取り組むべき方向を明確にすることができました。
　平成28年４月からは市民の意見を聴取するため、議会だより第29号、市ホームページ、第16回議会報告会等でアプローチを実施しました。
　第５回（５月18日開催）の特別委員会で意見集約を行い、その中で各会派代表から会派としての結論及び会派に所属しない議員の意見が発表され「市民か
ら定数削減との意見を聞いていない。」「これ以上の削減は民意を反映できない。」「議会の年齢構成に偏りがある。議員の処遇も削減と併せて検討すべき。」
などの意見が出されました。
　５会派中３会派が現状維持を主張し、削減の意見も一部ありましたが、議員定数は現状の20人を維持することに決定しました。

各会派の意見

会派に所属していない議員の意見

　議員定数に関する特別委員会の会議内容
等は市ホームページ市議会のページに掲載
しています。

※○は会派代表者

議会の情報発信！
　会議日程や会議録、議会報告会などの情報を掲載しています。
ぜひご覧ください。
【阿賀野市トップページ】　


